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 ⽇蓮の世界認識とその意義 
丹治正弘⽒講義 

 

７月４日法華コモンズ仏教学林の講座で 

放送大学大学院卒業生の丹治正弘氏が講演

しました。丹治氏は博士課程まで進み博士

号を取得したエースです。日蓮の研究をし

ています。演題は「日蓮の世界認識とその

意義」でした。 

中世の日本は宗教と社会的諸関係が近い

時代で、宗教が社会全般に決定的な影響を

及ぼしていたそうです。当時は武士による

戦闘行為や他者への暴力などが横行してい

ましたが、日蓮は仏教の教えと反対なこと

も含めて自身の問題として幕府に意見を提

出していたそうです。鎌倉幕府が定めた『御

成敗式目』をはじめとする鎌倉幕府法に通

じ、訴訟の実務にも明るかったそうです。

日蓮著作のうち、幕府法と訴訟に関する史

料を整理し表にされていました。訴訟を主

題とする著作は６、訴訟関連著作は２０を

挙げていました。すべて内容を丁寧に分析

され、日蓮が幕府法理解に深く根ざすと考

えていたことを指摘していました。また、

幕府が追加法を出して早い時点で法文を手

に入れ、自身の資料集に採録したであろう

事例も出されていました。 

日蓮の著作には幕府法・訴訟制度に関連

する言葉がよく出ていると指摘され、例を

挙げていました。「折紙
おりがみ

」「悪口
あっこう

」「悔返
くりかえし

」

「事切
こときれ

」「先判
せんばん

」「相論
そうろん

」「謀書
ぼうしょ

」「召合
めしあい

」「目安
め や す

」

「譲 状
ゆずりじょう

」「与同罪
よどうざい

」などが使われているそ

うです。さらに、これらの概念・用語を、 

 

仏教の教理・教説の解釈や解説、さらに檀越

への教化に転用していることを指摘してい

ました。 

当時の「譲状」については、公家法は先判

が後判に優先したのに対して、幕府法では逆

に後判が先判に優先していたそうです。日蓮

は先判・後判について、幕府法の考えを取っ

ているそうです。『法華経』以前に釈迦が説

いたという「四十余年の経々」を先判とし、

そののちに説いた『法華経』を後判として、

後判が示されたのち先判は効力を失うとい

う宗教上の議論にまでに発展しています。こ

のような用法は当時の史料にないことなの

で、日蓮独自の解釈と言えると話されていま

した。 

 幕府法・訴訟制度の概念が日蓮の思想・行

動の形成に関わっていた可能性を話されま

した。政治指導者への直接の異議申し立て、

そして公場対決の開催だそうです。最澄が南

都六宗の学匠を公場にて論破したことを実

例として引用し、当時幕府で行っていた訴人

（原告）と論人（被告）を法廷に召喚し、口

頭弁論によって直接対決の場がありました

が、それを試みていると話されていました。

最澄のような公開ではなく、幕府の「召合」

は非公開であったが、、、、。 

 当時、世界は三国インド・中国・日本から

なっていると、一般的に認識されていまし

た。日蓮が日本一国でなく、海外への宣教を

構想していたそうです。「日は東より出づ。

日本の仏法の月氏へかへるべき瑞相なり」と

西還説を主張していたそうです。日蓮さんの

スケールの大きさを再認識した講演でした。 

 

 

 


